
コイネー 

もとはギリシアのアッティカ地方（アテネの周辺）の方言であったが、アレクサンドロス大王の東征に

伴って東方に広がり、ヘレニズム（アレクサンドロスの帝国成立によって生まれた新たな文化[ギリシ

ア文化＋オリエント文化]）世界の共通語となった。ローマ帝国時代（前２７年の初代皇帝アウグスト

ゥスの即位から、実質的には３９５年の東西分裂まで、形式的には１４５３年のビザンツ帝国滅亡まで）

もコイネーが東方世界との共通語として用いられた。消滅時期：4 世紀（東ローマ帝国では 1453 年ま

で公用語）頃。 
キリスト教の『新約聖書』は、コイネーで書かれ、ローマに入ってからラテン語※１に翻訳された。 
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※１：ラテン語とはイタリア半島中西部の一都市の言語として生まれた言語。そこから古代ローマが勢

力を拡大したことでヨーロッパのあらゆる地域で使用されるようになり、その後は書き言葉としても使

われている。 ラテン語は現在のフランス語、スペイン語、ポルトガル語、イタリア語、ルーマニア語な

どのもとになった。現在でもバチカン市国の公用語はラテン語である。 
 
 
 
 
 
 


